










考察およひ要約 

Rh不適合のCPCによる溶血patternが,対照正常群と差がないという結果は,脆弱赤血球が

すでに子宮内において溶血により消費されているという推測も可能である。しかし,感作の

程度と HSP の値が一致しないこと,非溶血性高ビ血症においても対照正常群と差が認めら

れないことから,赤血球膜の動的浸透圧抵抗の変化からは高ビ血症の予測は困難であると

考えられた。また,黄疸発症予知指数(NII)についてもわれわれの検討では高ビ血症の予測

はできなかった。しかし,粒子の半径の 4乗に比例して coil 内を移動する性質を利用した

感作血球の検出では,クームス法に比して約 4倍の鋭敏性をもつことが明らかとなった｡こ

のことは,今回使用した 12%PVP に優る膠質溶液を見出すことができれば,分離能はさらに

よくなり,応用の範囲も拡大することを示している。 

SDS-PAGE による妊婦血清蛋白の検討では,本法により妊娠中に変化する蛋白分画のうち,

帯5はα2-macroglobulin,帯 10～11は transferrin,hemopexin,haptoglobin,帯 19はα一

1ipoprotein が含まれることが判っている｡このうち帯 5とα2-macroglobulin の変動はよ

く一致するが,帯10～11と帯19は各々の含有蛋白であるtransferrinやlipoproteinの変

化とは一致せず,他の蛋白が含まれている可能性を有している。従って,その蛋白を分離,

精製し同定することによって妊娠特異蛋白を発見できる可能性があると考えられる。現段

階ではこれらの帯の変化と各種異常妊娠との関連性を検討することによって,逆にそれら

の帯に含まれるかも知れない特異蛋白の臨床的意義を見出そうと考えたが,早産例につい

ては現在までのところ正常群との間に有意な変化は認めていない。 


